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竹田市の人事行政の運営等の状況について公表します〈平成17年度〉
　地方公務員法第 58 条の 2及び竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成 17 年
度竹田市の人事行政の運営等の状況について公表します。以下の資料は、人事行政運営における公正性、
透明性を高めるために公表するものです。

１．職員の任免及び職員数に関する状況
  （1）採用と退職の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
平成17年4月1日現在職員数 退職者 採用者 平成18年4月1日現在職員数

520 人 12 人 6人 514 人

  （2）部門別職員数の状況

部　　門
職員数 対前年比

（人） 部　　門
職員数 対前年比

（人）H17年度 H18 年度 H17 年度 H18 年度
議　会 ５ ５ ０ 教　育 73 70 △ 3
総　務 82 94 12 警　察 0 0 0
税　務 31 19 △ 12 消　防 74 73 △ 1
労　働 0 0 0 小　計 147 143 △ 4
農　水 69 70 1 病　院 0 0 0
商　工 16 16 0 水　道 9 9 0
土　木 30 30 0 交　通 0 0 0
小　計 233 234 1 下水道 4 4 0
民　生 68 69 1 その他 21 20 △ 1
衛　生 38 35 △ 3 小　計 34 33 △ 1
小　計 106 104 △ 2

総　合　計 520 514 △ 6
一般行政計 339 338 △ 1
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２．職員の給与の状況
  （1）人件費の状況（平成 17年度普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
(平成 18年 3月 31日 )

歳出費
Ａ

人件費
Ｂ

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

17年度 27,479 人 23,032,171 千円 4,860,776 千円 3,261,143 千円 21.1％ 14.2％
（注）人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬等を含みます。

  （2）職員の給与費の状況（平成 18年度普通会計予算）

区分 職員数
Ａ

給　　　　与　　　　費
計Ｂ

1人当り
給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当

期末・勤勉手当 その他の手当
18年度 501 人 2,239,756 千円 941,332 千円 278,664 千円 3,459,752 千円 6,906 千円
（注 1）職員手当には退職手当を含みません。
（注 2）給与費は当初予算に計上された額です。
（注 3）職員数は当初予算積算の基礎となった人数です（市長・助役は含みません）。

（3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成18年 4月 1日現在）

区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 352,700 円 44.9 歳
技能労務職 367,200 円 49.0 歳

区　　　分 初　任　給 採用後2年経過時
大　学　卒 176,800 円 188,300 円
高　校　卒 142,800 円 155,300 円

（4）職員の初任給の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成 18年 4月 1日現在）

（注）平成18年4月1日から平成22年3月31日までの間は給料月額について5％の減額措置を実施しています。

5）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 18年 4月 1日現在）

区　　　　　　　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年
一般行政職 高校卒 218,600 円 273,900 円 327,200 円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数をいうものです。
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（6）級別職員数 ( 一般行政職 ) の状況（平成 18年 4月 1日現在）

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

主　　な
標準職務 主　　事 主　　任 主　　査 主 査 等

課長補佐
係　　長
副 主 幹

課　　長
課長補佐
係　　長
副 主 幹

部　　長
課　　長
参　　事

部　　長

職員数（人） 7 22 59 14 51 127 56 0 336
構成比（％） 2.1 6.5 17.6 4.2 15.2 37.7 16.7 0.0 100.0

（7）職員手当の状況
  ①期末・勤勉手当　　　　　（平成 18年 4月 1日現在）

区　　分 期末手当 勤勉手当

  6 月期 1.400 月分 0.725 月分

12月期 1.600 月分 0.725 月分

役職による加算措置 5～ 15％

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 21.000 月分 27.300 月分

勤続 25年 33.750 月分 42.120 月分

勤続 35年 47.500 月分 59.280 月分

②退職手当　　　　　　　　（平成18年 4月 1日現在）

  ③諸手当
区　　分 項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

扶 養 手 当 配偶者、子供等を扶養している場合に支給。配偶者 13,000 円、他 5,000 円～ 6,000 円

住 居 手 当 借家（最高 27,000 円）、持家（月額 2,500 円）の区分で支給。

通 勤 手 当 2㌔以上の通勤距離に応じて支給。2,000 円～ 25,000 円

管理職手当 管理職に対して支給。給料月額×役職に応じた割合（3％～ 5％）

時間外手当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給。

特殊勤務手当 税務職員、消防職員、清掃センター・衛生センター・浄光園に勤務する職員等

（8）特別職の報酬などの状況（平成 18年 4月 1日）

種　類 区　分 給料月額等 実支払月額 期末手当

給　料

市　長 814,000 円 716,320 円

  6 月期　1.600 月分
12月期　1.750 月分

助　役 653,000 円 600,760 円

教育長 585,000 円 538,200 円

報　酬

議　長 402,000 円 389,940 円

副議長 362,000 円 351,140 円

議　員 340,000 円 329,800 円

（注 1）平成 18年 1月 1日から平成 21年 3月 31日までの間は、市長 12％、助役・教育長
　　　　8％の減額措置を実施しています。
（注 2）平成 18年 4月 1日から平成 21年 3月 31 日までの間は、議長・副議長・議員それ
　　　　ぞれ 3％の減額措置を実施しています。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
  (1) 勤務時間の状況

1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間 週休日

38.75 時間 午前8時30分 午後 5時 正午～午後0時15分 午後0時15分～午後1時 土曜日・日曜日

  （2）休暇等の状況

種　　　類 概　　　　　　　　　　　　　要 取　得　状　況

年次有給休暇 暦年により 20 日付与。20 日を超えない範囲内の残日数を翌年に繰り
越すことができる。 8.2 日／年

介 護 休 暇 介護を最低 2週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する 6
月の期間内（無給休暇） 0人

育 児 休 業 子が 3歳に達する日までの期間（無給休暇） 男性 0人・女性 3人

（注 1）取得状況は、平成 17年 1月 1日～平成 17年 12月 31 日の暦年での取得状況です。
（注 2）上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
（注 3）育児休業は、平成 17年度中に新たに育児休業を取得した人数です。
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４．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 17年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
分　　限　　処　　分 懲　　戒　　処　　分

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計
０ ０ ０ ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０

５．職員の服務の状況

　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕し
なければなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が
課せられています。
　○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務
　○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況

研修名 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

一般研修 竹田セミナー、職場研修、人権教育研修、メンタルヘルス講習会、課長・課長補佐・係長研修、
中堅職員研修、新採用職員研修、公務員倫理研修、政策研修、交流分析研修、文書事務研修ほか

専門研修 法制執務訴訟事務研修、財務実務研修、人事給与実務研修、税務関係各種研修ほか
特別研修 電話応対＆ビジネスマナー研修、接遇研修、市町村幹部セミナーほか

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
  （1）健康管理事業の状況
項　　目 内　　　　容
定期健康診断 基本検査（499 人）

各種がん検診 前立腺がん、乳がん、大腸
がん

その他 脳疾患検査（MRI・MRA）

（2）公務災害補償の状況（平成 17年度）
加入団体 認定件数 災害の内容

地方公務員災害補償基金
大分県支部 ２件 公務上の負傷

８．その他
  （1）公平委員会業務の状況
   ①勤務条件に関する措置の要求の状況

措置要求件数
終結件数

0 －

不服申立て件数
終結件数

0 －

②不利益処分に関する不服申立ての状況

物件番号 1
　物件名：上角市有地
　所在地：竹田市大字竹田字立小野 709 番 1
　地目：宅地（一部竹林）　実測面積：2,144.39 平方㍍
物件番号２
　物件名：下坂田市有地
　所在地：竹田市大字下坂田字瓶田 1195 番 1
　地目：雑種地　登記面積：534 平方㍍
物件番号３
　物件名：元米山市有林
　所在地：竹田市大字上畑字元米山 226 番
　地目：山林　登記面積：5,454 平方㍍
入札日時　11月8日㈬ 10:00　　　入札場所　竹田市役所本庁舎2階会議室
参加方法　事前に財政課管財係にお申し込みください。
受付期間　10月2日㈪～31日㈫　　現地説明会　10月 31日㈫ 10：00
※市税を滞納している人等は入札に参加できない場合があります。
●お問い合せ　財政課管財係　☎ 63-1111（内線 233）

市が保有している土地を一般競争入札で売却します。
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↑声援を背に、力あわせて（テニス）

↑決意を言葉に（選手団結団式） ↑ゴールへジャンプ（バスケットボール）

↑雨の中、高さを求め（走り高跳び）↑雨中の競り合い（サッカー）↑気合のティーショット（ゴルフ）



広報たけた 平成18年10月号 6

0 0 50 100 150 200 250 30050100150200250300

男 女

（人）
0歳

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

祝　長寿
これからもお元気で
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０
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歯
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取
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等
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か
と
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て
く
れ
ま
し

た
。

↑栗本カツさん、広瀬県知事、牧市長 ( 左から )

↑森スミヱさんと牧市長 ( 左から )

第2回歳末助け合いチャリティーショー出演者募集 !
開催日時　12月 2日㈯　昼の部 11時開演
　　　　　　　　　　　　夜の部 16時開演
開催場所　竹田市文化会館大ホール
申込期限　11月 2日㈭
出演時間　舞踊 5分以内、寸劇 20分以内、
　　　　　その他 10分以内
出演資格　市内に住所を有する人、または市内に勤務
　する人で構成する団体、グループまたは個人とし、
　危険を伴う内容、公序良俗に反するものでないこと。
　団体出演は 1団体 1種目。舞踊については 1会派 1
　種目とし、指導免許を有する人が必ず出演すること。
※出演者の諸経費、出演料、交通費、出演に必要な諸経
　費及び物品などは、すべて出演者側の負担とします。
※申込みが多い場合は、出演調整をします。
●お問い合せ・申込み　福祉事務所　☎ 63-4811　　
　又は各総合支所市民生活課
　☎68-2214（荻）　☎76-1419（久住）　☎75-2142（直
　入）

竹田市の人口ピラミッド（平成 18年 8月 31 日現在）
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キ　リ　ト　リ　セ　ン

　県営都市公園ハーモニーパーク内のハーモニーランドで
は、10月15日の「孫の日」にちなみ、家族三世代で楽しめ
る割引キャンペーンを実施します。
有効期間　10月15日（日）まで
内　　容
　60歳以上の方2名様まで入園無料！
　同伴のご家族5名様まで入園料が特別料金に！
　大人1,000円（通常1,800円）・中人500円（通常1,200
　円）・小人300円（通常800円）
そ の 他
　年齢が確認できる物を提示してください。
　本券をハーモニーランド入り口チケット売り場へご持参
　ください。
　他の割引特典との併用はできません。
　駐車料金は別途必要です。
●お問い合せ　ハーモニーランド　　0977-73-1155
　　　　　　　　　―　竹　田　市　―

ハーモニーランド
おじいちゃん・おばあちゃん

ファミリー割引券
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し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ミ
を
外
で
燃
や
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

家
庭
や
会
社
か
ら
出
た
ゴ
ミ

等
、
ゴ
ミ
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、

野
外
で
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
野
外
焼
却
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
汚
染
を
は
じ
め
と
す
る
大
気
汚

染
の
原
因
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

ゴ
ミ
を
処
分
す
る
場
合
は
、
一

般
家
庭
で
あ
れ
ば
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
出
す
、
会
社
で
あ
れ
ば
業

者
へ
委
託
す
る
等
し
て
、
野
外
焼

却
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
法
律
に
違
反
し
て
野
外

焼
却
を
し
た
場
合
は
「
３
年
以
下

の
懲
役
若
し
く
は
３
０
０
万
以
下

の
罰
金
又
は
こ
れ
ら
の
併
科
」
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

※
農
林
業
者
が
作
業
に
伴
っ
て
行

　

う
燃
焼
行
為
（
ゴ
ム
、
合
成
樹

　

脂
又
は
油
を
含
ま
な
い
も
の
に

　

限
る
。）
や
防
火
訓
練
で
の
燃

　

焼
行
為
、「
ど
ん
ど
焼
き
」
な

　

ど
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

 

野
外
焼
却
を
発
見
し
た
ら

　

野
外
焼
却
を
発
見
し
た
ら
以
下

の
事
項
を
分
か
る
範
囲
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

・
通
報
者
の
氏
名
・
電
話
番
号

・
発
生
日
時
・
頻
度

・
発
生
場
所

・
焼
却
し
て
い
る
種
類

・
煙
の
色
、
に
お
い

・
行
為
者
に
関
す
る
情
報

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
環
境
衛
生
課

　

☎
 63‒

４
８
２
１

　

竹
田
保
健
所

　

☎
 63‒

２
１
８
７

　

竹
田
警
察
署
又
は
交
番
・
駐
在
所

　

☎
 63‒

２
１
３
１

 

平
成　

年
度
母
子
健
康
手
帳

 

表
紙
デ
ザ
イ
ン
募
集

　

妊
娠
、
出
産
、
育
児
を
通
じ
た

お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん
の
健
康
管

理
と
健
康
の
保
持
増
進
を
目
指
し

大
分
県
が
発
行
す
る
母
子
健
康
手

帳
が
よ
り
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

大
分
県
内
在
住
の
人

応
募
作
品　

母
子
が
親
し
み
や
す

　

い
図
柄
を
15
㌢
四
方
に
ま
と
め

　

た
原
則
カ
ラ
ー
で
未
発
表
の
作

　

品

必
要
事
項　

作
品
の
裏
に
、住
所
・

　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

　

入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

採
用
作
品
の
著
作
権
は

　

大
分
県
に
帰
属
し
ま
す
。ま
た
、

　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

〆
切　

12
月
20
日
㈬
必
着

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

〒
８
７
０‒

８
５
０
１

　

大
分
市
大
手
町
３‒

１‒

１

　

大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策

　

課
母
子
保
健
班

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
６
７
２
）
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

しらゆり
幼稚園

白　丹
保育所

 

心
も
体
も
健
康
で

 

賢
い
子

　

前
の
山
を
登
れ
ば
そ
う
ぞ
う

の
丘
に
着
く
と
い
う
自
然
豊
か

な
環
境
で
、
毎
日
元
気
に
外
で

遊
び
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

春
は
園
バ
ス
で
あ
ち
こ
ち
に

出
か
け
、
夏
は
プ
ー
ル
で
思
い

き
り
泳
ぎ
、
運
動
会
で
は
竹
馬
・

マ
ッ
ト
運
動
・
棒
の
ぼ
り
等
を

し
、
秋
の
山
賊
キ
ャ
ン
プ
で
は

田
ん
ぼ
の
ワ
ラ
小
屋
に
泊
ま
っ

た
り
、
と
に
か
く
何
事
に
も
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
有
名
な
の

が
年
長
組
の
『
し
ら
ゆ
り
ち
び

っ
こ
太
鼓
』。
す
っ
か
り
定
着

し
、
毎
年
い
ろ
ん
な
所
か
ら
呼

ん
で
い
た
だ
き
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。
太
鼓
を
叩
く
こ
と
も
、

体
を
動
か
す
こ
と
も
大
好
き
な

し
ら
ゆ
り
っ
子
。

　

秋
の
園
庭
で
柿
や
栗
の
実
を

「
い
つ
食
べ
ら
れ
る
の
か
な
ぁ
」

と
楽
し
み
に
山
を
見
上
げ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
美
枝
子
）

 

広
く
て
楽
し
い
園
庭
で

 

遊
ぶ
白
丹
の
子
ど
も
た
ち

　

雄
大
な
久
住
山
を
一
望
で
き

る
白
丹
保
育
所
は
広
い
園
庭
が

自
慢
で
す
。
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
て
、
四
季
を
通
じ
て
い
ろ
い

ろ
な
遊
び
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
は
虫
取
り
や
運

動
会
の
練
習
中
で
す
。
ま
た
、

家
族
ふ
れ
あ
い
の
遠
足
や
夕
涼

み
会
、
20
年
近
く
続
く
老
人
会

と
の
お
餅
つ
き
等
、
地
域
、
保

護
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

の
楽
し
い
行
事
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
の
方

が
安
心
し
て
過
ご
せ
、
預
け
ら

れ
る
保
育
所
と
し
て
、
地
域
の

子
育
て
支
援
の
場
所
に
な
れ
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
切
な
乳
幼
児
期
に

元
気
に
遊
び
成
長
す
る
た
め
に

必
要
な
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝

ご
は
ん
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
園
庭
に
ど
ん
ぐ
り

が
落
ち
始
め
ま
す
。
遊
び
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
美
紀
）

●久住グリーンフィールドへは、周辺の駐車場からシャトルバス（1回100円）でお越しください。●気温の低下が予想されますので、暖かい服装でお越し
ください。●TAO公演をご覧になる方は、雨具は傘ではなく、カッパ等をご用意ください。●詳しくは広報たけた9月号をご覧ください。

会場　久住グリーンフィールド（久住町グライダー滑空場）他

いよいよ!
10月7日㈯、8日㈰開催
市民の皆様のお越しをお待ちしています。
主催「秋・久住高原フェスタ」実行委員会
●お問い合せ　企画情報課
　☎ 63-1111（内線 223 ～ 225）
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⑬

  

志
を
継
ぐ
古
庄
家
父
子

　
「
上
畑
（
宮
城
地
区
）
の
地

に
井
路
を
」
と
い
う
与
兵
衛
の

志
を
大
庄
屋
古
庄
茂
九
郎
は
子

敬
一
郎
に
語
り
、
敬
一
郎
は
漢

学
、
測
量
術
を
身
に
つ
け
井
路

を
開
く
事
業
に
情
熱
を
燃
や
し

ま
し
た
。

  

夢
の
実
現
に
向
け
て

　

敬
一
郎
は
17
歳
に
し
て
戸

長
（
今
の
村
長
）
と
な
り
、
14

年
後
の
明
治
12
年
、
上
畑
地
区

民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
熊

本
県
産
山(

う
ぶ
や
ま)

の「
池

山
水
源
」
下
流
域
山
鹿
か
ら
分

恵みをもたらした上畑井路・古庄敬一郎と人々
水
し
て
上
畑
方
面
に
水
を
引
く

工
事
を
始
め
ま
し
た
。

  

母
い
き
の
励
ま
し

　

す
べ
て
手
作
業
、
工
事
中
は

粗
末
な
小
屋
に
泊
ま
り
現
地
で

の
指
揮
、
２
名
の
落
盤
に
よ
る

犠
牲
者
、
私
財
を
投
げ
打
っ
た

資
金
の
枯
渇
…
さ
す
が
の
敬
一

郎
も
工
事
の
中
止
を
考
え
ま
し

た
が
、
母
い
き
の
「
も
し
失
敗

し
て
家
族
が
物
乞
い
を
し
て
歩

い
て
も
か
ま
わ
な
い
。
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
よ
」
と
の
言
葉
に

励
ま
さ
れ
、
つ
い
に
８
年
後
、

喜
び
を
地
区
民
と
分
か
ち
合
う

敬
一
郎
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

  

そ
の
喜
び
を

  

地
区
民
は
今
に
し
て

　

毎
年
９
月
、
水
恩
祭
が
行
わ

れ
る
六
本
松
公
園
に
は
敬
一
郎

翁
の
半
彫
像
と
、
尊
い
人
柱
と

な
っ
た
後
藤
虎
彦
、
後
藤
松
太

郎
の
墓
標
が
あ
り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
仲
村
睦
雄
）

　

今
日
も
最
後
の
演
奏
を
終

え
、
オ
ー
ル
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
観
衆
に
手
を
振
り
、
舞
台
袖

へ
と
戻
る
。
す
ぐ
に
ア
ン
コ
ー

ル
を
求
め
る
歓
声
が
上
が
り
、

ス
テ
ー
ジ
ク
ル
ー
か
ら
ハ
ン
ド

マ
イ
ク
と
共
に
一
枚
の
紙
切
れ

が
手
渡
さ
れ
る
。

…
い
よ
い
よ
今
日
も
こ
の
瞬
間

が
や
っ
て
き
た
。
私
は
再
び
舞

台
へ
飛
び
出
し
、
紙
切
れ
を
広

げ
観
衆
に
向
か
っ
て
話
し
出
す
。

　

私
は
世
界
共
通
語
と
言
わ
れ

る
英
語
を
巧
み
に
操
れ
る
男
で

は
な
い
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
簡

単
な
言
葉
を
暗
記
し
、
味
気
な

い
話
を
す
る
わ
け
に
も
行
か
な

い
た
め
、
堂
々
と
『
カ
ン
ニ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
』
を
使
っ
て
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
紙
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
持
つ
微
妙
な
ア
ク
セ
ン

ト
の
違
い
を
始
め
、
流
行
語
や

笑
い
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
詳
細
に

書
き
込
ん
で
あ
る
。
観
衆
の
生

活
に
な
じ
ん
だ『
生
き
た
言
葉
』

を
宿
ら
せ
る
た
め
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
か
ら
学
び
、
こ
の
瞬
間
の
為

に
練
習
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

「Thanks a lot m
ate

（
サ
ン

ク
ス 

ア 

ロ
ッ
ト 

マ
イ
ト
）」

　

今
夜
も
、
仲
間
意
識
の
強
い

こ
の
国
独
特
の
決
め
ゼ
リ
フ
に

大
歓
声
が
あ
が
り
、
ア
ン
コ
ー

ル
曲
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「多種民族の、互いを称える合言葉」

第13回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

 

冥
王
星

　

昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
に

発
見
さ
れ
た
冥
王
星
は
、
直
径

２
、３
２
０
㌔
と
地
球
の
月
よ
り

も
小
さ
い
天
体
で
す
。「
水
金
地

火
木
土
天
海
冥
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
長
い
間
、
惑
星
と
見
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
軌
道
が
他
の
惑
星
と

異
な
り
大
き
く
傾
い
て
い
る
こ
と

や
、
天
体
観
測
技
術
の
発
達
と
と

も
に
周
辺
に
同
様
の
天
体
が
幾
つ

も
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
惑
星
か

ど
う
か
論
議
が
起
こ
り
、
平
成
18

年
８
月
24
日
、
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ

で
開
か
れ
た
国
際
天
文
学
連
合
総

会
に
お
い
て
見
直
さ
れ
た
惑
星

の
３
つ
の
定
義
の
う
ち
「
軌
道
上

の
他
の
天
体
を
排
除
し
て
い
る
こ

と
」
を
満
た
さ
な
い
と
し
て
、
冥

王
星
はdw

arf planet

（
矮
惑
星

ま
た
は
矮
小
惑
星
〔
訳
語
未
確

定
〕）
と
さ
れ
ま
し
た
。

→
古
庄
敬
一
郎
翁

つれづれ
　   えっせい

　
「
死
ん
だ
ら
六
本
松
に
葬
れ
。
い
つ
か
き
っ
と
誰
か
が
井
路
を
引
く
だ

ろ
う
。
そ
れ
を
見
届
け
た
い
」
後
藤
与
兵
衛
は
そ
う
言
い
残
し
て
息
を
引

き
取
り
ま
し
た
。
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自慢の牛を見てください！
平成18年度竹田市畜産共進会開催

↑肉用牛の部グランド・チャンピオン、３区：はつよ号（大窪統御さん）

　9月 6日、竹田市畜産共進会が開催され、全
92頭の中から、肉用牛の部では３区のはつよ号
（大窪統御さん）が、乳用牛の部では初妊区の
ハミング ドラマチック メル号（㈲はみんぐ・ま
む）がグランド・チャンピオンに選ばれました。
　この 2頭の他、次の牛が県出品牛として 10
月 15、22 日に開催される大分県畜産共進会に
出品されます（敬称略）。
▽1区：ひさふじ10号（足達保之）、ふじさかえ（佐々
木武夫）▽2区：よしえ号（児玉正巳）、つるとし号（首
藤悌彦）、かずふく4号（佐藤忠直）▽3区：あゆみ号（工
藤孝行）▽4区：みさき号（甲斐義之）、ふじしげ2号
（志賀鶴美）、ふくこ号（清水康博）▽5区：はるみ号（田
部誠樹）、さつき号（阿南和生）▽6区：とよはな号、し
げ号（2頭とも藤本俊幸）、しげこ号（渡辺喜久雄）▽
育成の部：TOM ルーテル ダンディー ET号（魚住知幸）、
リブバレー マーティー ジョーダン号（足立康成）▽初
妊の部：リブバレー ラージデール クレスト号（足立康成）

　

吉
田
八
幡
社
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
（
倉
野
脩
生
隊
長
）

が
青
色
回
転
灯
装
着
車
を
導
入
し
、

周
辺
の
小
中
学
校
の
登
下
校
時
に

巡
回
を
始
め
ま
し
た
。「
子
ど
も
が

『
が
ん
ば
っ
て
』
と
手
を
振
っ
て
く

れ
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
月
20
日
に
は
第
２
回
竹
田
市

交
通
安
全
市
民
大
会
が
開
催
さ

れ
、
功
労
者
の
表
彰
や
、
飲
酒
運

転
撲
滅
等
の
交
通
安
全
宣
言
採
択

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

↑加藤事務局長と青色回転灯装着車

↑多くの市民が参加した交通安全市民大会

しいたけ生産現場で交流

　

第
２
回
竹
田
地
区
し
い
た
け
フ

ェ
ア
が
、
９
月
12
日
に
稲
荷
谷
に

あ
る
志
賀
芳
美
さ
ん
の
し
い
た
け

栽
培
施
設
敷
地
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
外
の
生
産
者
、
消
費

者
約
２
６
０
人
が
集
ま
っ
て
交
流

会
が
行
わ
れ
、
お
い
し
い
豊
後
牛

の
焼
き
肉
や
し
い
た
け
の
大
鍋
汁

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

先生学ぶ救命講習

　

９
月
９
日
の
救
急
の
日
に
先
立

つ
６
日
、
竹
田
市
消
防
署
が
管
内

の
小
・
中
・
養
護
学
校
の
先
生
20

人
を
集
め
、
普
通
救
命
講
習
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
人
工
呼
吸
の

他
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
使
用
の
実
習
も
行
わ
れ
、

改
良
が
続
く
応
急
手
当
の
重
要
性

を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

くじゅうの文化、発表会

　

９
月
10
日
の
く
じ
ゅ
う
の
日
の

前
日
９
日
に
、
久
住
中
央
公
民
館

で
「
く
じ
ゅ
う
の
日
文
化
協
会
発

表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
久
住

文
化
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
舞
踊

や
合
唱
等
が
披
露
さ
れ
た
他
、
書

道
や
手
芸
作
品
も
展
示
さ
れ
、
訪

れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題

↑朗読劇「三日月にぶらさがった男の話」

↑館内の様子

全国に名を刻む、竹高山岳部
　

８
月
21
日
か
ら
25
日
に
か
け
て

奈
良
県
の
大
峯
山
系
・
大
台
山
系

で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
体
「
第

50
回
記
念
全
国
高
等
学
校
登
山
大

会
」
に
お
い
て
、
竹
田
高
等
学
校

山
岳
部
（
男
子
）
が
種
目
男
子
縦

走
３
位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
部
員
の
皆
さ
ん
は
「
県
体
の

お
返
し
が
で
き
た
」「
最
後
の
大

会
を
結
果
で
残
し
て
お
世
話
に
な

っ
た
方
に
恩
を
返
し
た
か
っ
た
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
義
美
記
念
館
で
は
、
９
月

９
日
か
ら
11
月
30
日
に
か
け
て
、

佐
藤
義
美
の
作
品
の
中
で
月
に
ち

な
ん
で
作
ら
れ
た
も
の
を
取
り
上

げ
た
「
月
特
集
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
館
内
に
は
通
常
の
展
示
の

他
、
竹
田
よ
し
み
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
展
示
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
初
日

に
は
稗
田
宰
子
館
長
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
や
く
ろ
あ
ん
の
朗
読
劇

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
義
美
と

　

月
の
お
話

国体気運を盛り上げるアイデア料理
　

９
月
20
日
に
、
竹
田
市
中
央
公

民
館
で
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い

た
国
体
・
竹
田
市
ア
イ
デ
ア
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
平
成

20
年
国
体
で
竹
田
市
を
訪
れ
た
人

を
も
て
な
す
料
理
を
考
え
よ
う
、

国
体
の
気
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
、
最
優
秀
賞
に

は
ご
飯
の
部
：
阿
南
公
美
さ
ん
の

「
サ
フ
ラ
ン
寿
司
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

↑トマトちゃんで接客・販売を学ぶ宮代さん

　

東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情

報
学
部
に
通
う
２
年
生
宮
代
智
弘

さ
ん
、
菅
原
玲
子
さ
ん
、
千
葉
智

美
さ
ん
が
、
９
月
２
日
か
ら
15
日

に
か
け
て
荻
地
域
の
農
家
に
滞
在

し
、ト
マ
ト
の
収
穫
、出
荷
、加
工
、

販
売
を
経
験
し
ま
し
た
。
宮
代
さ

ん
は
「
西
日
本
有
数
の
ト
マ
ト
産

地
で
実
際
に
生
産
や
加
工
の
現
場

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
親
切
で
、
私
も
役
に
立
て
れ

ば
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

　

先
月
号
14
頁
に
掲
載
し
た
ニ

ッ
セ
イ
財
団
助
成
の
記
事
に
つ

い
て
、
目
録
を
受
け
取
っ
た
方

は
横
山
貴
樹
君
で
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
!
お
お
い
た
国
体

 「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
募
集
！

　

平
成
20
年
お
お
い
た
国
体
の
気

運
を
盛
り
上
げ
る
竹
田
市
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　

竹
田
も
し
く
は
竹
田
市
を  

　

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
語
句
を
入
れ

　

て
く
だ
さ
い
。

募
集
〆
切　

11
月
末
日
ま
で

 「
め
じ
ろ
ん
応
援
隊
」募
集
！

　
「
め
じ
ろ
ん
応
援
隊
」
は
、
お

お
い
た
国
体
で
人
々
を
お
も
て
な

し
の
心
で
迎
え
た
り
運
営
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

対
象
者　

平
成
８
年
４
月
１
日
以

　

前
に
生
ま
れ
、
事
前
に
研
修
会

　

に
参
加
で
き
る
方
。
た
だ
し
、

　

小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
承
諾

　

が
必
要
で
す
。

人
数　

２
０
０
人
程
度

期
間　

平
成
20
年
８
月
31
日
ま
で

応
募
方
法　

国
体
推
進
室
及
び
各

　

総
合
支
所
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
設
置
し
た
登
録
申
込
書
で

　

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

チ
ャ

　

レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
・
竹

　

田
市
実
行
委
員
会
（
国
体
推
進

　

室
）

　

☎
63‒

４
８
２
２

　

℻
62‒

３
４
８
８

http://w
w
w
2.city.taketa.oita.jp/

seikatsu/kokutai/index.htm
l
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20年前（昭和50年）
10年前（平成6年）
平成16年

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

9.4

16.9
19.9

18.018.0

22.8

28.928.9
25.3

26.4

32.7

22.2
24.6

30.8

19.7
23.8

29.7

14.015.2

25.5

（％）
40

30

20

10

  0

男　性
肥満者（BMI≧25）の割合（20歳以上）

20年前（昭和50年）
10年前（平成6年）
平成16年

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

7.77.7 7.3
5.4

13.2 13.0

8.38.3

20.4
22.4

17.917.9

28.428.4
25.7

24.1

29.730.129.9

24.624.5
26.7

（％）
40

30

20

10

  0

女　性

朝食の欠食率（1歳以上）
総数　　 男性　　 女性（％）

40
35
30
25
20
15
10
  5
  0

総数 1～6歳 7～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

統
一
標
語
『
あ
な
た
の
腹
囲
（
お

な
か
）
は
大
丈
夫
？
』

〜
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
活
用

し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
〜

　

復
囲
が
男
性
85
㌢
以
上
、
女
性

90 
㌢
以
上
で
、
３
つ
の
項
目
（
高

脂
血
症
・
高
血
圧
・
高
血
糖
）
の

う
ち
２
つ
以
上
の
項
目
に
該
当
す

る
者
）

食
欲
の
秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

食
生
活
の
改
善
と
運
動
習
慣
の
定

着
が
カ
ギ
で
す
！

・
朝
食
は
一
日
の
元
気
の
源

　

家
族
揃
っ
て
し
っ
か
り
と

・
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
揃
え
て

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を

・
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と
り
ま
し
ょ

　

う
（
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
）

・
食
塩
・
砂
糖
・
脂
肪
の
多
い
食

　

品
や
嗜
好
品
は
ほ
ど
ほ
ど
に

・
よ
く
噛
ん
で
楽
し
く
食
べ
ま
し

　

ょ
う

・
適
度
な
運
動
を
心
が
け
、
適
正

　

体
重
を
維
持
し
ま
し
ょ
う

【
参
考
】
平
成
16
年
国
民
健
康
・

　

栄
養
調
査
の
概
要
が
発
表
さ
れ

　

ま
し
た
！

　

朝
食
の
欠
食
率
及
び
肥
満
者
の

割
合
の
グ
ラ
フ
を
掲
載
し
ま
す
。

　

40
歳
〜
74
歳
の
男
性
の
２
人
に

１
人
、
女
性
の
５
人
に
１
人
、
約

１
、９
６
０
万
人
が
内
臓
脂
肪
症

候
群
を
強
く
疑
わ
れ
る
者
又
は
予

備
軍
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

食
生
活
改
善
普
及
運
動
実
施
中
！

 

第
８
回
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・

 

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
嗜
好
）
と

は
、
習
慣
の
病
の
こ
と
で
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
、
過
食
、
拒
食
、
リ
ス

ト
カ
ッ
ト
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
買
い

物
…
心
の
穴
を
埋
め
る
対
象
に
と

ら
わ
れ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き

な
く
な
っ
た
人

の
病
気
で
す
。

こ
の
病
に
つ
い

て
、
知
り
た
い

人
、
関
係
す
る
人
、
誰
も
が
参
加

で
き
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

10
月
22
日
（
日
）

　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分

内
容　

体
験
談
、
自
助
グ
ル
ー
プ

　

及
び
施
設
紹
介
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

　

グ 

、講
演
「
会
え
て
よ
か
っ
た
、

　

あ
な
た
に
〜
こ
れ
か
ら
の
依
存

　

症
と
回
復
〜
」

講
師　

佐
藤
ま
ゆ
み
メ
ン
タ
ル
ク

　

リ
ニ
ッ
ク
院
長
佐
藤
真
弓

場
所　

別
府
市
中
央
公
民
館

資
料
代　

７
０
０
円

　

※
参
加
申
込
不
要

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
精
神
保

　

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
４
１‒

６
２
９
０

　
こ
の
機
会
に
毎
日
の
生
活
習
慣

　
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

 

〜
　
月
は
食
生
活
改
善
月
間
〜

10

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
診
断
基

　
準
は
？

肥満度：BMI（Body Mass Index）を用いて判定（日本肥満学会
肥満症診断基準検討委員会、2000 年）
BMI ＝体重「kg」÷（身長「m」）2により算出
BMI ＜ 18.5 低体重（やせ）、18.5 ≦ BMI ＜ 25 普通体重（正常）、
BMI ≧ 25 肥満
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先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で

ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
開
発
に
つ
い

て
放
送
し
て
い
ま
し
た
。
筋
肉

の
微
弱
な
電
位
を
感
知
し
、
そ

の
筋
肉
と
同
じ
働
き
を
し
て
く

れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
が
莫
大

な
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。
重
た
く
て
一
人

で
は
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
よ
う

な
も
の
で
も
、
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト

ス
ー
ツ
を
着
る
と
軽
々
と
持
ち

上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

医
療
の
現
場
に
い
る
と
、
介

護
が
必
要
な
人
を
抱
え
た
り
、

移
動
さ
せ
た
り
す
る
時
、
こ
の

ロ
ボ
ッ
ト
の
効
果
は
計
り
知
れ

な
い
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

当
院
で
も
、
自
力
で
動
け

な
い
患
者
さ
ん
一
人
を
２
、３

人
の
看
護
師
が
協
力
し
て
移
動

さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
、
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
着
た

か
よ
わ
い
看
護
師
が
一
人
で
安

全
に
患
者
さ
ん
を
持
ち
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
す
ば
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。「
患
者
さ
ん
を

抱
え
た
せ
い
で
腰
が
痛
く
な
っ

た
」
と
い
う
ぼ
や
き
や
「
よ
い

し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
な
ど
の
変

な
掛
け
声
も
な
く
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
疲
れ
を
感

じ
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
い
つ

ま
で
も
楽
に
働
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

別
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
ア
メ

リ
カ
の
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
の
研
究

チ
ー
ム
が
脊
髄
損
傷
で
手
足
が

麻
痺
し
た
患
者
の
脳
に
小
さ
な

電
極
を
埋
め
込
ん
で
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
通
じ
て
本
人
の
思
い

通
り
に
テ
レ
ビ
の
音
量
を
変
え

た
り
器
具
を
操
作
し
た
り
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
と
報
じ
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
脳
で
考
え

た
こ
と
が
電
気
信
号
と
し
て
キ

ャ
ッ
チ
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
実
行
し
て
く
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
の
研
究
が
さ
ら
に

発
展
し
て
い
け
ば
、
脊
髄
損
傷

な
ど
の
患
者
さ
ん
に
は
非
常
に

大
き
な
光
明
と
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

映
画
の
中
の
話
の
よ
う
で
、

Ｓ
Ｆ
の
世
界
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で

来
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
技
術
を
決
し
て
軍
事
用

に
使
う
こ
と
な
く
、
医
療
や
福

祉
な
ど
に
役
立
て
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  　

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

ロ
ボ
ッ
ト
技
術　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
19
〉

　

今
月
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
介
護
予
防
健
診
で
使
用
さ

れ
て
い
る
、
生
活
機
能
低
下
の
有

無
を
確
認
す
る
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

運
動
器
の
機
能
低
下
の

  

チ
ェ
ッ
ク

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
る

原
因
の
う
ち
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
、

転
倒
・
骨
折
、
関
節
疾
患
等
、
運

動
器
の
機
能
低
下
に
よ
る
も
の
が

全
体
の
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
項
目
の
全
て
に
該
当
す
る

人
は
、
運
動
機
能
の
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

●
階
段
を
手
す
り
や
壁
を
つ
た
わ

　

っ
て
昇
っ
て
い
る
。

●
椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
か

　

に
つ
か
ま
っ
て
立
ち
上
が
っ
て

　

い
る
。

●
15
分
位
続
け
て
歩
い
て
い
な
い
。

●
こ
の
１
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が

　

あ
る
。

●
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い
。

  

栄
養
改
善
の
必
要
性
の

  

チ
ェ
ッ
ク

　

老
化
を
防
ぎ
活
力
あ
る
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
体
を
つ
く
り
、

生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
「
た
ん
ぱ
く
質
」
と
、
体
を

動
か
す
原
動
力
と
な
る
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
を
毎
日
の
食
事
か
ら
十
分

に
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
は
、
①
か
む

力
、
飲
み
込
む
力
、
手
足
の
機
能

の
低
下
等
の
身
体
的
な
理
由
、
②

う
つ
状
態
、
認
知
症
（
痴
呆
）
に

よ
る
意
欲
低
下
等
の
精
神
的
な
理

由
、
③
一
人
暮
ら
し
で
調
理
が
困

難
等
の
社
会
的
な
理
由
、
④
そ
の

他
病
気
や
け
が
等
を
理
由
に
低
栄

養
状
態
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
口
乾
感
に

乏
し
く
、
低
栄
養
状
態
と
脱
水
症

を
併
発
し
、
生
命
に
も
関
わ
る
重

篤
な
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

次
の
項
目
の
両
方
に
該
当
す
る

人
は
、
低
栄
養
改
善
の
た
め
の
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

●
６
か
月
間
で
２
〜
３
㌔
以
上
の

　

体
重
減
少
が
あ
っ
た
。

●
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
18
・
５
未
満
で
あ
る
。

★
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
度
）
＝
体
重
（
㌔
）

　

÷
身
長 （
㍍
）
÷
身
長
（
㍍
）

  

口
腔
機
能
の
低
下
の

  

チ
ェ
ッ
ク

　

口
は
、
食
べ
る
、
話
す
、
表
情

を
豊
か
に
す
る
等
、
心
身
と
も
に

健
康
で
楽
し
く
生
活
す
る
上
で
大

切
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
口
の
手
入
れ
は
高
齢
者

に
多
い
「
誤
嚥
性
肺
炎
」
を
防
ぐ

た
め
に
も
大
切
で
す
。

　

次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る
人

は
、
口
腔
機
能
の
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

●
半
年
前
に
比
べ
て
固
い
も
の
が

　

食
べ
に
く
く
な
っ
た
。

●
お
茶
や
汁
物
等
で
む
せ
る
こ
と

　

が
あ
る
。

●
口
の
渇
き
が
気
に
な
る
。

※
以
上
の
チ
ェ
ッ
ク
で
一
つ
で
も

　

該
当
し
た
人
に
対
し
て
、「
地

　

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
介

　

護
予
防
の
取
り
組
み
を
支
援
し

　

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。  

☎
64‒

０
３
１
０

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　

(

内
線
１
３
２) 



広報たけた 平成18年10月号 14

みんなの
　　ひろば

平成17年10月生まれ

　　　

　　　

平
成
18
年
11
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
図
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
市
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

１
．
図
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

図
書
の
整
理
、
修
理
等
。

２
．
よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

絵
本
や
紙
芝
居
等
の
読
み
聞
か

せ
。
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
お

は
な
し
会
の
ス
タ
ッ
フ
等
。

申
込
〆
切　

10
月
18
日
㈬

※
い
ず
れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希

　

望
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
る

に
あ
た
っ
て
共
通
理
解
を
深
め
、

活
動
内
容
や
活
動
の
進
め
方
に
つ

い
て
考
え
る
た
め
、
打
ち
合
わ
せ

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
24
日
㈫　

14
時
〜

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
立
図
書
館

　

☎
 63‒

１
０
４
８

　　

　　

　　



図書館
から

10月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❽

15　2006年10月発行

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
ぼくドラえもんでした　　　　　　　　大山のぶ代
花の季節ノート　　　　　　　　　　　倉嶋　　厚
名もなき毒　　　　　　　　　　　　　宮部みゆき
下北サンデーズ　　　　　　　　　　　石田　衣良
憲法九条を世界遺産に　　　　　　　　太田　　光
京都の時間　京都の歩き方　　　　　　澤井　繁雄
人生、これから本番　　　　　　　　　日野原重明
春雷－東洞世に出る－　　　　　黒川達郎（郷土資料）
〔子どもの本〕
デモナータ 第３部 スローター　　　ダレン・シャン
生霊わたり クロニクル 千古の闇２　ミシェル・ペイヴァー
ぼくとおとうさん　　　　　　　　　　宮本　忠夫
ぼくらのサイテーの夏休み　　　　　　笹生　陽子
ジャッキーのうんどうかい　　　　　あだち　なみ
　　　　　　　　　　　ほか、120 冊購入しました。

　　　

竹田市立図書館の休館
日は、2 日㈪・9 日㈪・
16 日 ㈪・23 日 ㈪・27
日㈮・30 日㈪です。

 「おはなしルーム」
日時　10月 11日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

 「おはなし広場」
日時　10月 25日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」

「殿様の通信簿」
　　　　　　 　　　　　   磯田道史

　東大資料編纂所に残
されていた幕府隠密
の期間報告「土芥寇
讎記」－そこには殿
様達の驚くべき実態
が！
　ベストセラー「武士
の家計簿」第 2弾！

「ロアルド・ダールコレクション」（全20巻）
　奇抜な発想と独特のブラックユーモ
アで子どもにも大人
にも大人気のイギリ
スの作家ロアルド・
ダール。人気沸騰！
　おもしろくてたま
らなくなっちゃう
よ。

　

 

10
月
１
日
よ
り

 

出
産
育
児
一
時
金｢

受
領
委  

　
任
払
制
度｣

を
始
め
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
加
入
者

が
出
産
し
た
時
、
世
帯
主
に
出
産

育
児
一
時
金
と
し
て
一
児
に
つ
き

35
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、

10
月
１
日
か

ら
こ
の
出
産

育
児
一
時
金

を
出
産
費
用
に
あ
て
る
た
め
、
出

産
し
た
病
院
等
に
直
接
支
払
う

「
受
領
委
任
払
制
度
」を
始
め
ま
す
。

費
用
額
が
35
万
円
に
満
た
な
い
場

合
、
そ
の
差
額
は
世
帯
主
に
支
給

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
制
度
の
利
用
に
は
医

療
機
関
等
の
同
意
と
費
用
額
を
証

明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

対
象　

妊
娠
４
か
月
以
上
の
国
保

　

加
入
者

申
請　

出
産
予
定
日
の
１
か
月
前

　

か
ら
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

添
付
書
類　

保
険
証
、
母
子
健
康

　

手
帳
、
印
鑑
、
通
帳
、
出
産
予

　

定
日
か
ら
１
か
月
以
内
で
あ
る

　

こ
と
を
証
す
る
証
明
書(

医
療

　

機
関
等
発
行)

そ
の
他　

出
産
費
用
を
準
備
す
る

　

た
め
の
「
出
産
一
時
金
貸
付
制

　

度｣

も
設
け
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
国
保
老
人
医
療
係

　

☎
 63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
５
・
１
３
６
）
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 8月 31日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,313 人　　( －     8 人 )
　男性　12,774 人　 ( －     8 人 )
　女性　14,539 人　 ( ±     0 人 )
世帯数　10,761 世帯 ( ＋3世帯 )

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第19回

　

山
地
の
水
湿
地
に
生
育
す
る

高
さ
１
㍍
ほ
ど
の
１
、２
年
草
で

す
。
直
立
す
る
茎く

き

は
四
角
形
で

よ
く
枝
分
か
れ
し
ま
す
。

　

対
生
す
る
全ぜ

ん
え
ん縁

の
葉
は
卵
状

楕だ
え
ん
け
い

円
形
で
、
３
本
の
主
脈
が
目

立
ち
ま
す
。
茎
の
上
部
の
葉
は

小
さ
い
で
す
が
、
根こ

ん
せ
い
よ
う

生
葉
は
長

い
柄え

が
あ
り
、
長
さ
12
㌢
、
幅

が
６
㌢
ほ
ど
で
、
花
の
時
期
に

は
枯
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
頃
、
茎

け
い
ち
ょ
う頂に

径
２
㌢
ほ
ど

の
深
く
５
裂
す
る
白
い
合
弁
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
全
体
に
は
地
味
な

花
で
す
が
、
花
そ
の
も
の
は
実
に

お
し
ゃ
れ
で
、
花
弁
の
先
端
に
紫

黒
色
の
細
点
（
写
真
）
を
散
り
ば

め
、
中
央
部
に
は
２
個
の
黄
緑
色

の
斑は

ん
も
ん紋

（
こ
こ
か
ら
蜜
を
分
泌
し

ま
す
）
を
飾
り
、
ま
る
で
絵
の
具

で
も
つ
け
た
の
か
と
見
間
違
う
ほ

ど
芸
術
的
で
す
。

　

花
弁
の
細
点
模
様
を
夜
明
け

前
の
暁

あ
か
つ
きの

星
に
見
立
て
て
曙

あ
け
ぼ
の
そ
う草

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
高
原
の
湿
地
や
湿

気
の
あ
る
渓
流
沿
い
等
で
観
察

さ
れ
ま
す
が
、
個
体
の
少
な
い

植
物
で
す
。

　

花
期
は
９
月
か
ら
10
月
で
す
。

阿孫　久見

アケボノソウ（リンドウ科）

◇
県
主
催
の
広
報
担
当
者
研
修
会

で
、
別
府
大
学
の
辻
野
功
教
授
の

講
演
を
聞
き
ま
し
た
。
辻
野
教
授

は
、
大
分
の
素
晴
ら
し
さ
を
記
し

た
「
大
分
学
・
大
分
楽
」
と
い
う

本
（
全
３
冊
）
の
執
筆
者
で
（
３

冊
目
に
は
竹
楽
の
お
話
も
）、
地

域
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
つ
け
て
、

作
っ
て
、
発
信
す
る
こ
と
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
◇
さ
て
、
今
月

８
日
、
大
分
で
撮
影
さ
れ
た
『
寅

さ
ん
』
第
30
作
目
の
ロ
ケ
地
ツ
ア

ー
が
、
辻
野
教
授
が
同
行
講
師

と
し
て
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分

文
化
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nhk-cul.co.jp

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
吉
野
）

　荻地域の特産品「トマト」をテーマにした新規イベントを荻
ふるさと祭りと併催します。多くの皆様のお越しをお待ちして
います。
日時　10月28日㈯　9:00～ 16:00　少雨決行
場所　荻中央公民館・駅前通り
イベント案内　・トマト料理コンテスト・トマトの紹介コーナ
ー・トマト収穫体験ツアー・トマト重量当てクイズ・激走爆笑
トマトかごレース・トマトサービスコーナー・トロッコカーリ
ング・ふわふわパックン（ＯＢＳ放送収録）・お楽しみ抽選会・
似顔絵コーナー・子ども神楽・緑ヶ丘中学生合唱・ふれあいプ
チ駅伝競走大会・創作文化展・農産物即売コーナー・地場企業
製品展示コーナー・保育所園児防火パレード・うまいもん市（食
のバザー）・ゲートボール大会・グランドゴルフ大会
●お問い合せ　トマト天国 in おぎ・荻ふるさと祭り実行委員会
　　　　　　　事務局　荻町商工会　　☎ 68-2209
　　　　　　　荻総合支所地域振興課　☎ 68-2211

第1回　　トマト天国 inおぎ・第27回荻ふるさと祭り
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

【
所
蔵
展
】
秋
季
所
蔵
書
画
展

「
岡
藩
・
竹
田
の
文
人
画
・
南
画
」

　

９
月
８
日
㈯
〜
10
月
22
日
㈰

【
特
別
展
】
竹
田
市
立
歴
史
資
料
館

開
館
25
周
年
記
念
・
南
画
の
里
竹
田

文
人
書
画
展
「
田
能
村
竹
田
と
竹
田

荘
〜
文
人
の
す
ま
い
と
書
画
〜
」

　

10
月
28
日
㈯
〜
11
月
19
日
㈰

※
田
能
村
竹
田
の
文
人
画
・
南
画
の
世
界
を
体

　

感
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
要

　

入
場
券
）。

講
演
会
「
南
画
の
里
文
人
講
座
」　

講
師
：
野

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
阿
南
英
行
油
絵
展
」

　

10
月
15
日
㈰　

午
前
ま
で

「
第
21
回
竹
田
市
美
術
展
」

　

10
月
17
日
㈫
〜
29
日
㈰

　

竹
田
市
在
住
の
美
術
を
愛
好
す
る
者
の
自
由

な
創
作
の
場
と
し
て
、
日
本
画
・
洋
画
・
版
画
・

工
芸
・
彫
刻
な
ど
約
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

「
第
42
回
大
分
県
美
術
展
写
真
部
巡
回
展
」

　

11
月
１
日
㈬
〜
５
日
㈰

※
10
月
15
日
午
後
、
31
日
は
、
展
示
替
え
の
た

　

め
お
休
み
し
ま
す
。

　

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
開
館
）
と
、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

田
菜
生
子
氏
（
大
分
市
美
術
館
学
芸
員
）

日
時　

11
月
４
日
㈯　

13
時
30
分
開
始

会
場　

旧
竹
田
荘

※
終
了
後
、
展
示
会
場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
を

　

開
催
し
ま
す
。

田
能
村
竹
田
と
竹
田
荘
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー　

ガ
イ

　

ド
：
当
館
学
芸
員

　

期
間
中
の
日
・
祝
日
と
竹
楽
期
間
中
、
展
示

会
場
と
竹
田
荘
な
ど
竹
田
ゆ
か
り
の
場
所
を
案

内
す
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー（
１
時
間
程
度
）を
行
い

ま
す
。
午
前
11
時
と
午
後
２
時
の
２
回
開
催
し

ま
す
の
で
歴
史
資
料
館
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
10
月
24
日
㈫
〜
27
日
㈮
は
、
展
示
替
え
の
た

　

め
お
休
み
し
ま
す
。

  九州はひとつ

九州地域づくり会議 in 竹田2006
　年に 1回、九州内の地域づくりリーダー等が集まり、互い
の夢や悩み等について語り合い、相互に啓発しあうことで実
際的な連携を進めていくためのネットワークづくりや情報交
換を行っています。
　今年は竹田市を会場に10の分科会と全体会を開催します。
　興味深いまちづくりのお話を聞いてみませんか？
日　　時
　10月28日㈯　各 10分科会
　　10:00 ～ 10:30　竹田市役所玄関前受付
　10月29日㈰　全体会
　　9:30 ～ 12:00　くじゅうサンホール
主な内容
　第 1分科会「久住山麓トレッキング紀行」
　第５分科会「採れたて野菜三昧」
　第 10分科会「トキが舞い遊ぶふるさと
　をめざして」他
経　　費　8,000 円～
申込〆切　10月 8日㈬
主　　催
　九州地域づくり会議 in 竹田実行委員会
　☎ 080-6421-6917
　http://www.boiboi.net/
●申込み　FAX76-0333

 

田
能
村
竹
田
１
７
２
年
祭

期
間　

11 
月
１
日
㈬
〜
３
日
㈮

場
所　

旧
竹
田
荘
、
他

内
容

１
日　

墓
前
祭　

10
時
〜
（
竹
田
墓
地
〔
茶
屋

　

の
辻
〕）

１
〜
３
日　

遺
墨
展〈
竹
田
先
生
と
そ
の
師
友
・

　

門
下
の
作
品
〉

　

９
時
〜
16
時
（
旧
竹
田
荘
画
聖
堂
）

２
〜
３
日　

お
茶
会　

９
時
〜
15
時
（
旧
竹
田

　

荘
全
域
）

※
茶
券
１
、０
０
０
円
（
入
荘
料
含
む
）

３
日　

年
祭
法
要
・
献
茶
式　

９
時
〜
（
旧
竹

　

田
荘
画
聖
堂
） 

※
お
茶
会
は
献
茶
式
後
か
ら

●
お
問
い
合
せ　

㈶
田
能
村
竹
田
顕
彰
会

　

事
務
担
当　

足
達　

☎
62‒

２
５
２
９



たけたん情報 平成18年10月号 ❷

  

募　

集

　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
、

推
進
委
員
会
公
募
委
員
募
集
！

　

竹
田
市
で
は
竹
田
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
基
本
と
な
る
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
た
け

た
」
を
策
定
し
ま
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

国
が
平
成
17
年
12
月
に
改
定
し
た
「
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」、
大
分
県
が
平
成
18
年
３
月

に
改
定
し
た
「
お
お
い
た
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
及
び
「
竹
田
市
総
合
計
画
」
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
広
く
市
民
の
方
々
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
「
竹
田
市
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
公
募
委
員

と
し
て
参
加
い
た
だ
け
る
市
民
を
公
募
し
ま
す
。

「
竹
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
」

募
集
要
項

募
集
の
趣
旨

　

竹
田
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進
に

当
た
り
、
総
合
的
か
つ
長
期
的
視
野
に
立
っ
た

施
策
の
展
開
を
め
ざ
し
て
、
竹
田
市
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
と
し
、
市

民
参
加
の
観
点
か
ら
市
民
代
表
の
公
募
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

委
員
の
役
割

　

竹
田
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進
に

関
す
る
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に
つ
い
て
、
市

民
代
表
と
し
て
の
意
見
・
提
案
等
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
推
進
委
員
会
の
委
員
は
、
市
民
公
募
で
選
ば

　

れ
た
委
員
の
ほ
か
、
各
種
団
体
等
か
ら
推
薦

　

さ
れ
た
委
員
15
人
以
内
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

募
集
人
員　

４
人
程
度 

参
加
資
格　

男
女
共
同
参
画
に
関
心
の
あ
る
方

　

で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
竹
田
市
に
住
所
を
有
す
る
方
又
は
在
勤
の
方

・
応
募
期
日
現
在
年
齢
が
満
18
歳
以
上
の
方 

任
期　

委
嘱
し
た
日
か
ら
２
年
間

謝
礼
等　

報
酬
及
び
交
通
費
実
費
を
支
給

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
な
事
項
を
記
入

　

し
、
市
役
所
総
務
課
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

　

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
総

　

務
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場
合
は
、
竹
田
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
様
式
を
使
用
し
、
次
の
電

　

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

応
募
〆
切　

10
月
16
日
㈪
必
着

委
員
の
決
定　

応
募
多
数
の
場
合
は
竹
田
市
男

　

女
共
同
参
画
行
政
推
進
会
議
で
選
考
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

総
務
課　
〒
８
７
８‒
８
５
５
５

　

竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

　

℻
63
─０
９
９
５

　

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

　

Ｅ
メ
ー
ル　

taketa@
city.taketa.lg.jp

竹
田
市
営
墓
地
（
芝
原
墓
地
）
一
般
公
募

　

竹
田
市
で
は
、竹
田
市
営
墓
地
（
芝
原
墓
地
）

の
一
般
公
募
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

竹
田
市
民
、
も
し
く
は
竹
田
市
に
墓

　

地
が
あ
る
方
。
た
だ
し
、
業
者
等
は
除
く
。

申
込
期
間　

11
月
末
日
ま
で

所
在
地
番　

竹
田
市
大
字
竹
田
字
芝
原
５
４
６‒

　

７
、５
４
７
、５
４
８
番
地

公
募
区
画
数　

３
区
画

面
積　

３
・
５
㍍
×
３
・
５
㍍

永
代
使
用
料　

３
１
５
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

環
境
衛
生
課

　

☎
63
─４
８
２
１

墓
地
（
霊
園
）
に
関
す
る
聞
き
取
り

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

竹
田
市
で
は
、
次
の
内
容
に
つ
い
て
電
話
に

よ
る
墓
地
（
霊
園
）
に
関
す
る
需
要
実
態
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
墓
地
が
必
要
と
思
わ
れ
る

方
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
11
月
末
日
ま
で

に
お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

聞
き
取
り
調
査
内
容

①
墓
地
（
霊
園
）
の
購
入
時
期
に
つ
い
て

②
永
代
使
用
料
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
ま
で

　

の
金
額
で
あ
れ
ば
購
入
し
ま
す
か
。

③
墓
地
（
霊
園
）
ま
で
車
等
で
ど
の
く
ら
い
の

　

時
間
で
あ
れ
ば
購
入
し
ま
す
か
、
他

●
お
問
い
合
せ　

環
境
衛
生
課

　

☎
63
─４
８
２
１

ド
イ
ツ
料
理
教
室

　

ド
イ
ツ
の
お
袋
の
味
を
皆
様
に
覚
え
て
い
た

だ
き
家
庭
で
気
軽
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き

た
く
、
ド
イ
ツ
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

簡
単
な
料
理
か
ら
、
段
々
手
の
込
ん
だ
料
理

に
進
む
予
定
で
す
の
で
、
初
心
者
の
方
も
お
気

軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

料
理
に
興
味
が
あ
る
方
、
ド
イ
ツ
や

　

広
い
意
味
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
文
化
に
つ

　

い
て
勉
強
し
た
い
方

開
催
日
時　

毎
週
１
回
程
度

　
　
　
　
　

概
ね
10
時
30
分
〜
13
時
30
分

場
所　

直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

授
業
料　

原
材
料
費
の
み

講
師　

国
際
交
流
員
フ
ィ
ン
ク　

ジ
ュ
リ
ウ
ス

●
お
問
い
合
せ　

直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課

　

☎
75
─２
２
１
４

「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
」
ラ
ジ
オ

Ｃ
Ｍ
コ
ピ
ー
募
集
！

　

大
分
県
で
は
、
急
速
な
少
子
化
が
進
む
中
、

子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
社
会
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
社
会
を

目
指
し
、「
お
お
い
た
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
宝
物
、
子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
を
実
感

し
、
若
い
世
代
が
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る

こ
と
に
夢
を
持
ち
、
そ
し
て
、
子
育
て
を
す
る

人
た
ち
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
30
秒
の
ラ
ジ
オ

Ｃ
Ｍ
コ
ピ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

〆
切　

10
月
31
日
㈫

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
少
子
化
対
策
課

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
７
１
１
）

大
分
大
学
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
俳
句

　

大
分
大
学
で
は
、11
月
29
日
㈬
13
時
か
ら「
認

知
症
の
正
し
い
理
解
と
生
活
支
援
」
を
テ
ー
マ

に
、
第
10
回
大
分
大
学
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
音

の
泉
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
認
知
症

の
方
々
の
俳
句
選
集
を
作
成
し
披
露
し
ま
す
の

10
月
の
お
し
ら
せ



❸ 2006年10月発行

で
、
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　

俳
句
、氏
名（
俳
号
）、住
所
、年
齢
、

　

性
別
を
明
記
の
上
、
は
が
き
も
し
く
は
電
子

　

メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〆
切　

10
月
31
日
㈫

そ
の
他　

応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
さ
せ
て
い

　

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
匿
名
希
望
の
方

　

は
そ
の
旨
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ・
申
込
み　

〒
８
７
０‒

１
１
９
２

　

大
分
市
旦
野
原
７
０
０　

大
分
大
学
福
祉
科

　

学
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
５
４‒

７
４
５
０

　

Ｅ
メ
ー
ル　

fukusi@
ad.oita-u.ac.jp

  

案　

内

特
定
計
量
器
定
期
検
査

　

計
量
器
を
取
引
又
は
証
明
に
お
け
る
法
廷
計

量
単
位
に
よ
る
計
量
に
使
用
す
る
者
（
は
か
り

売
り
、
商
品
の
詰
め
込
み
、
薬
の
調
剤
、
米
・

野
菜
等
の
出
荷
等
）
は
、
県
知
事
が
行
う
定
期

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

検
査
日
程
・
対
象
地
域
（
地
区
）・
会
場

10
月
３
日
㈫

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

　

荻
町
全
域
（
荻
町
中
央
公
民
館
）

10
月
４
日
㈬

　

10
時
〜
12
時　

岡
本
・
明
治
・
豊
岡

　

13
時
〜
15
時　

竹
田
・
片
ヶ
瀬

　
（
市
役
所
庁
舎
裏
側
車
庫
棟
）

10
月
５
日
㈭

　

10
時
〜
12
時　

入
田
・
嫗
岳
・
宮
砥
・
宮
城
・

　

城
原
、
13
時
〜
15
時　

玉
来
・
松
本
・
菅
生

　
（
市
役
所
庁
舎
裏
側
車
庫
棟
）

10
月
６
日
㈮

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時　

竹
田
市
全
体

　

予
備
日
（
市
役
所
庁
舎
裏
側
車
庫
棟
）

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
商
工
観
光
課　

☎
63
─４
８
０
７

　

各
総
合
支
所
商
工
観
光
課
（
荻
は
産
業
課
）

　

荻　
　

☎
68
─２
２
１
５

　

久
住　

☎
76
─１
１
１
７

　

直
入　

☎
75
─２
２
１
４

10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」、

10
月
は
土
地
月
間
で
す
！

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
う
場
合
に

は
、
契
約
（
予
約
を
含
む
）
締
結
後
２
週
間
以

内
に
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
者　

土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主
等
）

届
出
の
必
要
な
土
地　

市
街
地
区
域
２
、０
０
０

　

平
方 

㍍
以
上
、
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市

　

計
画
区
域
内
５
、０
０
０
平
方
㍍
以
上
、
そ

　

の
他
の
区
域
１
０
、０
０
０
平
方
㍍
以
上

届
出
の
必
要
な
取
引　

売
買
、
交
換
、
営
業
譲

　

渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物
返
済
、
共
有
持
ち
分

　

の
譲
渡
、
地
上
権
・
賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡
、

　

予
約
完
結
権
、
買
戻
権
等
の
譲
渡

届
出
書
類　

届
出
書
、
契
約
書
の
写
し
、
位
置

　

図
、
付
近
案
内
図
、
形
状
図
（
字
図
）

●
お
問
い
合
せ　

企
画
情
報
課

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー「
法
テ
ラ
ス
」

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ
ラ
ス
」
は
、

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ

ー
ビ
ス
を
全
国
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
全

国
に
50
か
所
以
上
の
事
務
所
を
置
き
、
10
月
２

日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
方
法
が
わ
か
ら
な

い
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
時
は
、
お
気
軽
に
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

主
な
業
務　

情
報
提
供
、
民
事
法
律
扶
助
、
司  

　

法
過
疎
対
策
、
犯
罪
被
害
者
支
援
、
国
選
弁

　

護
関
連
業
務

●
お
問
い
合
せ

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
大
分
地
方
事
務
所

　
　

☎
０
５
０‒

３
３
８
３‒

５
５
２
０

　

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

・
一
般
相
談

　
　

☎
０
５
７
０‒

０
７
８‒

３
７
４

　

・
犯
罪
被
害
者
相
談

　
　

☎
０
５
７
０‒

０
７
９‒

７
１
４

　

http://w
w
w
.houterasu.or.jp

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
は
、
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
並
び
に
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求

等
の
交
通
事
故
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
公

正
中
立
な
立
場
か
つ
無
料
で
相
談
を
お
受
け
す

る
「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

相
談
日　

月
曜
〜
金
曜(

祝
日
は
除
く)

　
　
　
　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

※
弁
護
士
相
談
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
７
０‒

０
０
３
４

　

大
分
市
都
町
１‒

１‒

23
住
友
生
命
ビ
ル
６
階

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

５
０
４
３

長
期
固
定
金
利
型
住
宅
ロ
ー
ン

【
フ
ラ
ッ
ト
35
】

【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
は
、
全
期
間
固
定
金
利
（
最

長
35
年
）
の
住
宅
金
融
公
庫
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
民
間
の
住
宅
ロ
ー
ン
で
す
。

　

保
証
料
、
繰
上
返
済
手
数
料
も
不
要
で
、
建

設
費
の
８
割
ま
で
、
最
高
８
、０
０
０
万
円
ま

で
の
融
資
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
独
自
の
技
術
基
準
に
よ
り
、
住
宅
の

質
も
確
保
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

住
宅
金
融
公
庫
お
客
様
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０‒

０
８
６
０‒

３
５

半
密
閉
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の

点
検
・
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す

　

パ
ロ
マ
工
業
㈱
製
瞬
間
湯
沸
器
に
よ
る
一
酸

化
炭
素
中
毒
の
再
発
防
止
の
た
め
、
対
象
機
種

の
点
検
、
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
に
あ
る
湯
沸
器
を
必
ず
確
認
の
上
、
次

の
形
式
に
該
当
し
て
い
る
場
合
は
パ
ロ
マ
工
業

㈱
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

型
式　

Ｐ
Ｈ‒

81
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ‒

82
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ‒

１
０
１

　

Ｆ
、
Ｐ
Ｈ‒

１
０
２
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ‒

１
３
１
Ｆ
、

　

Ｐ
Ｈ‒

１
３
２
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ‒

１
６
１
Ｆ
（
製
品

　

側
面
に
あ
る
機
器
型
式
プ
レ
ー
ト
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
）

●
お
問
い
合
せ

　

パ
ロ
マ
工
業
株
式
会
社
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
１
２
０‒

３
１
４‒

５
５
２

「
外
出
先
で
」
ｉ
ナ
ビ
お
お
い
た

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
が
つ
い
た
携
帯
電
話

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、「
防
災

情
報
」、「
生
活
情
報
」
を
見
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

最
寄
り
の
避
難
所
を
確
認
で
き
る
他
、
台
風

情
報
、
河
川
の
水
位
、
地
震
速
報
な
ど
、
そ
の

時
に
見
た
い
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
情
報

料
は
無
料
。
通
信
料
は
必
要
で
す
。

　

http://w
w
w
.i-oita.net

　

会
員
（
会
費
無
料
）
に
な
る
と
、
市
町
村
の

特
産
品
や
施
設
入
場
券
、
Ｏ
Ｂ
Ｓ
映
画
試
写
会

の
招
待
券
が
当
た
り
ま
す
！ 



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈰ ・“竹田市発足 1周年記念事業”健康のまちづくり推進大会 12:40 ～（竹田市文化会館）　・第 2回竹田スポーツレクリエーションクラブ小学生フットサル大会 9:30 ～（竹田市総合運動公
園陸上競技場）　・福祉用具の日　・浄化槽の日　・法の日・「法の日」週間（7日まで）　・全国労働衛生週間（7日まで）　・公証週間（7日まで）　・統計調査票提出促進月間（30日まで）

2 ㈪ ・固定資産税 3期、国民健康保険税 3期、介護保険料 3期納期限
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

3 ㈫ ・特定計量器定期検査：荻町全域 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00（荻町中央公民館）

4 ㈬ ・特定計量器定期検査：岡本・明治・豊岡地区 10:00 ～ 12:00、竹田・片ヶ瀬地区 13:00 ～ 15:00（竹田市役所裏車庫棟）
・都市景観の日

5 ㈭ ・特定計量器定期検査：入田・嫗岳・宮砥・宮城城原地区 10:00 ～ 12:00、玉来・松本・菅生地区 13:00 ～ 15:00（竹田市役所裏車庫棟）　・竹田市歩こう会「挟田方面散策」8:30 竹田温泉「花水月」前集合（※
1）　・歩こう会中央大会参加申込〆切　・大分県立看護科学大学公開講座「環境と健康」第 1回 19:00 ～ 20:30（県立看護科学大学・看護研究交流センター［大分市］）　・竹田温泉「花水月」休館日

6 ㈮ ・特定計量器定期検査：竹田市全体予備日 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00（竹田市役所裏車庫棟）　・竹田市荻愛育班ジャンボカボチャ大会 9:00 ～（荻
福祉健康エリア多目的運動場）　・国際協力の日

7 ㈯ ・“新市発足一周年記念事業”第 36回久住高原祭り・第 5回久住高原牛肉祭り、地域物産展 10:00 ～ 15:00（久住グリーンフィールド）　・史跡岡城跡清掃ボランティア 9:00 ～ 11:30　・第 23回竹田薪能 16:30 ～ 19:00（三
日月岩前水上舞台）　・ミュージカル「カントリーチャレンジャー」18:30 ～ 20:30（くじゅうサンホール）　・城原八幡社大祭前夜祭　・八坂神社秋季大祭　・第 6回中九州ジャンボかぼちゃ大会（8日まで／阿蘇市波野神楽苑）

8 ㈰ ・“新市発足一周年記念事業”地域物産展 11:00 ～ 19:45、TAO公演 16:00 ～ 17:00、夕暮れ～、花火大会 19:00 ～ 19:45（久住グリーンフィールド）・城原八幡社大祭　・「トラックの日」
記念イベント 10:00 ～ 16:00（大分市平和市民公園OBSラジオ祭り会場）　・第 17回豊の国ねんりんピック（大分市）　・木の日　・古紙リサイクル週間（14日まで）

9 ㈪ ・体育の日　・トラックの日
・40歳からの健康週間（15日まで）

10㈫ ・第 11回「心の病を考える地域学習会」9:30 ～ 13:00（竹田市総合社会福祉センター）
・目の愛護デー

11㈬ ・障がい児巡回就学相談 10:00 ～ 16:00（豊後大野市中央公民館）　・廃食油回収事業スタート式 10:00 ～（清和館）　
・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）　・国際防災の日　・全国地域安全運動（20日まで）

12㈭ ・石油機器点検の日
・竹田温泉「花水月」休館日

13㈮
14㈯ ・第21回広島杯駅伝・Jr.クロスカントリー大会9:00～（久住町南登山口「日本一のマラソン練習コース」）　・全国一斉司法書士法律相談（登記、供託）　・土地・建物の表示登記についての無料相談10:00～15:00（竹

田市公民館竹田分館）　・ドライブインシアター 18:30 ～（竹田市総合運動公園駐車場）　・第 28回大分県障害者・児「秋の交歓会」10:00 ～ 16:00（15 日まで /大分県総合社会福祉会館他）・鉄道の日

15㈰ ・第 67回大分県畜産共進会（乳用牛）9:30 ～ 14:50（みどりの王国［大分市］）　・第 2回豊肥地区陸上競技選手権大会 9:30 ～（竹田市総合運動
公園陸上競技場）　・ハーモニーランドおじいちゃん・おばあちゃんファミリー割引キャンペーン最終日（日出町）　・家庭の日

竹田市のこよみ10月
2006年

※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

・田能村竹田 172 年祭（11月 1日～ 3日）
1日　墓前祭　10:00 ～（竹田墓地〔茶屋の辻〕）、
1～3日　遺墨展＜竹田先生とその師友・門下の作品＞
　　　9:00 ～ 16:00（旧竹田荘画聖堂）、
2～3日　お茶会　9:00 ～ 15:00（旧竹田荘全域）、
3日　年祭法要・献茶式　9:00 ～（旧竹田荘画聖堂）

・第 58回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭
　（4日まで /竹田市体育センター）



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080 ‒ 5274 ‒ 3359）

16㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日　・竹田市男女共同参画プラン策定推進委員会委員募集〆切（総務課）
・秋の行政相談週間（22日まで）

17㈫ ・雇用管理改善セミナー・各種助成金制度説明会 13:30 ～ 16:00（エイトピアおおの［豊後大野市］）　・県病健康教室「生活習慣病予防～生活習慣
を見直してみませんか？～」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂）　・薬と健康の週間（23日まで）

18㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所）　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・図書館ボランティア申込〆切（竹田市
立図書館）　・身体障害者を対象とした大分県職員採用試験募集〆切　・統計の日　・温泉療養文化館「御前湯」休館日

19㈭ ・行政相談10:00～ 15:00（荻総合支所）・明るい選挙啓発講演会14:00～（市役所本庁舎3階会議室）・大分県立看護科学大学公開講座「環境と健康」
第 2回 19:00 ～ 20:30（県立看護科学大学・看護研究交流センター［大分市］）　・食育の日　・竹田温泉「花水月」休館日

20㈮ ・身体障害者巡回相談会 9:00 ～ 11:00 受付（竹田市総合社会福祉センター）・社会保険労務士推進月間無料相談会 10:00 ～ 16:00（三重町商工会
〔豊後大野市〕）・里親制度説明会 10:30 ～ 12:30（竹田市高齢者いきいき交流センター〔竹田市総合社会福祉センター裏〕）　・青少年の日

21㈯ ・第 2回竹田市民親睦チャリティーゴルフゴルフ大会（22日まで／久住高原ゴルフ倶楽部）　・第 15回 B&G財団会長杯争奪直入少年剣道大会・第 43回直入町少年剣道大会 9:00 ～（竹田市直入B&G海
洋センター体育館）　・竹田市福祉大会 10:00 ～ 15:00　・奏リコーダーアンサンブル第 2回定期演奏会 18:00 ～（くじゅうサンホール）　・第 30回大分県農林水産祭（農林部門）（22日まで /別府公園）

22㈰ ・中九州・地域高規格道路「中九州横断道路大野竹田道路」着手式 10:00 ～ 13:00（竹田小学校体育館）　・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「秋色の黒岳」7:30 竹田市役
所集合（※ 2）　・第 67回大分県畜産共進会（肉用牛）8:45 ～ 15:20（別府公園文化ゾーン［別府市］）　・第 8回アディクション・フォーラム 10:00 ～ 15:30（別府市中央公民館）

23㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

24㈫ ・図書館ボランティア打ち合わせ会 14:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）　

25㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）

26㈭ ・原子力の日
・竹田温泉「花水月」休館日

27㈮ ・第 60回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール・開会式 18:30 ～ 19:00（竹田市文化会館大ホール）
・瀧廉太郎記念音楽祭第 60回記念事業「佐藤美枝子ソプラノリサイタル」19:00 ～（竹田市文化会館大ホール）

28㈯ ・第 60回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール・予選 13:00 ～ 17:00（竹田市文化会館大ホール）　・第 1回トマト天国 in おぎ・第 27回荻ふるさと祭り 9:00 ～ 16:00（荻中央公民館・荻駅前通り）　・南画の里竹田文人書画展「田能村竹田と竹田荘～
文人のすまいと書画～」（11月 19日まで／歴史資料館）　・「第 16回日本障害者スポーツ学会」特別講演・パネルディスカッション 14:00 ～ 16:30（大分県労働福祉会館ソレイユ［大分市］）　・いきいきグリーンプランDAY（ハーモニーランド［日出町］）

29㈰ ・第 60回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール・本選 12:00 ～ 15:30（竹田市文化会館大ホール）　・第 4回久住地域さわやかスポーツ大会 9:00 ～（竹田市
久住総合運動公園）　・第 42回岡城旗争奪少年剣道大会 8:40 ～（竹田体育センター）　・第 2回竹田市ひまわり号 8:00 ～ 16:30 竹田市総合社会福祉センター前集合

30㈪

31㈫ ・市県民税 3期、国民健康保険税 4期、介護保険料 4期納期限　・敬老会行事に対する補助申請〆切（福祉事務所）
･大分大学福祉フォーラム俳句募集〆切

月間・週間
そ　の　他

・都市緑化月間　・年齢にかかわりない募集・採用促進月間　・緑の募金（秋）　・自動車点検整備推進運動強化月間　・環境にやさしい買い物キャンペーン　・体力つくり強調月間　・食生活改善普及月間　・仕事と家庭を考える月間　・里親を求める運動　・臓器移植普及推進月間　・3R（リデュース・リユー
ス・リサイクル）推進月間　・情報化月間　・工業標準化月間　・土地の日・土地月間　・住宅月間　・ディーゼルクリーン・キャンペーン　・全国・自然歩道を歩こう月間　・麻薬・覚せい剤乱用防止運動（11月 30日まで）　・間伐推進強化月間（11月 30日まで）　・共同募金運動（12月 31日まで）

・九州地域づくり会議 in 竹田 2006（10 月 28 ～ 29 日）
　各 10分科会（28日）10:00 ～竹田市役所玄関前集合
　全体会（29日）9:30 ～ 12:00（くじゅうサンホール）

　
・第 2回歳末助け合いチャリティーショー出演者募集
　〆切（11月 2日／福祉事務所）
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竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

【
平
成
18
年
10
月
１
日
付　
（　

）
内
は
旧
役
職
】

■
一
般
職

▽
消
防
本
部
庶
務
課
付
消
防
士
長（
久
住
分
署
）

中
村
良
太
▽
久
住
分
署
消
防
士
（
消
防
署
・
救

助
隊
）
足
達
大
輔
▽
消
防
署
・
救
助
隊
消
防
士

（
消
防
本
部
庶
務
課
付
）
足
立
圭
太
▽
消
防
署
・

救
助
隊
消
防
士
（
消
防
本
部
庶
務
課
付
）
田
部

智
康
▽
消
防
署
・
救
助
隊
消
防
士
（
消
防
本
部

庶
務
課
付
）
阿
部
優
樹

  

相　

談

秋
の
行
政
相
談
週
間

日
時　

10
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰

　

行
政
相
談
委
員
は
、
年
金
等
の
国
の
仕
事
に

つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
の
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。
竹
田
市
内
の
行
政
相
談

委
員
は
次
の
３
人
で
す
。

・
太
田
正
一　

☎
68‒

２
４
８
０

・
渡
辺
善
照　

☎
77‒

２
０
６
７

・
斉
藤
義
明　

☎
75‒

２
６
９
２

●
お
問
い
合
せ　

総
務
省
大
分
評
価
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

３
７
１
５

全
国
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

　

土
地
を
買
っ
た
り
遺
産
を
相
続
す
る
等
財
産

を
取
得
し
た
時
は
、
そ
の
所
有
権
を
登
記
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
権
利
が
保
全
さ
れ
ま
す
。

　

会
社
や
法
人
・
組
合
の
設
立
、
少
額
訴
訟
、

民
事
再
生
、
自
己
破
産
、
土
地
・
家
屋
に
対
す

る
賃
料
不
払
い
や
明
け
渡
し
、
夫
婦
・
親
子
関

係
に
関
す
る
問
題
等
で
悩
ん
で
い
る
方
、ま
た
、

痴
呆
高
齢
者
等
の
成
年
後
見
、
遺
言
書
作
成
等

の
ご
相
談
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
14
日
㈯

10
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

相
談
担
当
者　

大
分
県
司
法
書
士
会
会
員

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

７
５
７
９

土
地
・
建
物
の
表
示
登
記
無
料
相
談

日
時　

10
月
14
日
㈯　

10
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

相
談
担
当
者

　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

相
談
内
容　

①
土
地
の
登
記
（
分
筆
・
合
筆
・

　

地
目
変
更
等
）
に
関
す
る
こ
と
、
②
建
物
の

　

登
記
（
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
等
）
に
関

　

す
る
こ
と
、
③
土
地
境
界
の
調
査
、
測
量
に

　

関
す
る
こ
と
、
④
土
地
筆
界
に
関
す
る
問
題

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

竹
田
支
部　

☎
62‒

３
６
６
３

  

教　

育

大
分
県
奨
学
会
大
学
奨
学
生
募
集

貸
与
月
額　

３
２
、０
０
０
円
〜

出
願
資
格　

大
分
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の

　

子
弟
で
、
平
成
18
年
４
月
に
学
校
教
育
法
第

　

１
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
短
期
大
学（
通
信

　

教
育
課
程
、
別
科
、
専
攻
科
及
び
大
学
院
を

　

除
く
）
に
入
学
し
た
者

貸
与
期
間　

平
成
18
年
10
月
か
ら
正
規
の
最
短

　

修
業
期
間

出
願
〆
切　

10
月
31
日
㈫
消
印
有
効

●
お
問
い
合
せ　

㈶
大
分
県
奨
学
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
６
２
１
）

  

試　

験

平
成
18
年
度
大
分
県
職
員

（
職
業
訓
練
指
導
員
）

職
種　

機
械
系
（
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
）
１
人

第
１
次
試
験
日　

10
月
15
日
㈰

試
験
会
場　

大
分
高
等
技
術
専
門
校

申
込
期
間　

10
月
６
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
３
０
４
）

  

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
は

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
る
ほ
か
、

老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
等
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
を

お
送
り
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
を
対
象

に
、
11
月
上
旬
頃
（
予
定
）
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
よ
り
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
を
証
明
す
る
た
め
に
必
要
で
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
か
ら
証
明
書
の
添
付
が
義
務
付
け

　

ら
れ
ま
し
た
。

  

福　

祉

心
の
病
を
考
え
る
地
域
学
習
会

日
時　

10
月
10
日
㈫　

９
時
30
分
〜
13
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

　

講
話
「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
」

参
加
料　

無
料
（
参
加
の
方
は
昼
食
を
準
備
し

　

ま
す
の
で
、
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

主
催　

㈳
大
分
県
精
神
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

　

豊
肥
ブ
ロ
ッ
ク
（
竹
田
や
ま
な
み
会
・
豊
野

　

や
す
ら
ぎ
会
）、
大
分
合
同
福
祉
事
業
団

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
保
健
所

　

☎
63‒

２
１
８
７

障
が
い
児
巡
回
就
学
相
談

日
時　

10
月
11
日
㈬　

10
時
〜
16
時

場
所　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館
（
三
重
町
）

内
容　

就
学
や
保
育
・
教
育
に
関
す
る
こ
と
、

　

指
導
や
接
し
方
に
つ
い
て

相
談
員　

医
師
、
大
学
教
授
、
児
童
相
談
所
相

　

談
員
、
特
別
支
援
教
育
関
係
者
等

主
催　

大
分
県
教
育
委
員
会

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
指
導
室

　

☎
63‒

４
８
１
６

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
会

　

身
体
障
害
者
で
等
級
の
変
更
を
受
け
よ
う
と

思
わ
れ
て
い
る
方
、
及
び
身
体
障
害
者
の
認
定

を
受
け
よ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
無

料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
20
日
㈮　

受
付
９
時
〜
11
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

身
体
障
害
者
手
帳
の
医
学
的
診
断
（
肢

　

体
、
聴
覚
）、
補
装
具
の
適
合
判
定

※
診
断
料
は
無
料
。
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。
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●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

☎
63‒
４
８
１
１

第
８
回
特
別
弔
慰
金

対
象
者　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

　

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

　

や
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い
な
い
場
合

　

に
ご
遺
族
お
一
人
（
条
件
有
）

内
容　

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

※
国
県
で
の
裁
定
・
国
債
の
発
行
の
手
続
き
に

　

約
１
年
を
要
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
請
求
窓
口
・
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
管
理
係　

☎
63‒

４
８
１
１

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

☎
68‒

２
２
１
４
（
荻
）

　

☎
76‒

１
４
１
９
（
久
住
）

　

☎
75‒

２
１
４
２
（
直
入
）

  

建　

設

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
補
助
制
度

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
一

戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
を
さ
れ
る
方
20
戸

（
予
定
）
に
、
補
助
対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

の
額
（
２
万
円
ま
で
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

建
設
課
建
築
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

  

労　

働

雇
用
管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー

各
種
助
成
金
制
度
説
明
会

日
時　

10
月
17
日
㈫　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
（
豊
後
大
野
市
）

内
容　
「
パ
ー
ト
を
雇
用
す
る
上
で
の
留
意
点

　
（
仮
題
）」「
管
内
の
パ
ー
ト
の
雇
用
・
失
業
情

　

勢
」、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
助
成
金
、
育
児
・
介

　

護
雇
用
安
定
等
助
成
金
に
つ
い
て
、
個
別
相

　

談
会
等

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
大
分
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

７
７
５
５

「
年
齢
に
か
か
わ
り
な
い
募
集・採
用
」

に
ご
協
力
を
！

　

10
月
は
「
年
齢
に
か
か
わ
り
な
い
募
集
・
採

用
促
進
月
間
」
で
す
。
雇
用
対
策
法
で
は
、
労

働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
つ
い
て
、
そ
の
年
齢

に
か
か
わ
り
な
く
均
等
な
機
会
を
与
え
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
年
齢
で
な
く
、
個
々
の
労

働
者
の
適
正
・
能
力
に
応
じ
た
募
集
・
採
用
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
労
働
局
職
業
安
定
部

　

☎
０
９
７‒
５
３
５‒

２
０
９
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

☎
０
９
７
４‒

22‒
８
６
０
９

  

求　

人

◇
土
木
建
設
技
術
者
１
人
年
齢
不
問
14
〜
30
万

◇
土
木
工
事
施
行
管
理
２
人
23
〜
35
才
19
・
５

〜
24
万
◇
土
木
技
術
士
３
人
20
〜
40
才
22
〜
33

万
◇
理
学
療
法
士
１
人
21
〜
40
才
15
・
６
〜
22

万
◇
訪
問
介
護
員
１
人
年
齢
不
問
14
・
４
万
◇

看
護
助
手
５
人
年
齢
不
問
12
・
６
〜
13
・
６
万

◇
フ
ロ
ン
ト
売
店
係
１
人
年
齢
不
問
12
・
１
万

◇
フ
ロ
ン
ト
受
付
１
人
30
才
以
下
12
・
５
万

◇
事
務
１
人
年
齢
不
問
12
・
５
万
◇
接
客
係

１
人
18
〜
55
才
12
・
５
〜
16
・
２
万
◇
調
理
師

３
人
年
齢
不
問
15
〜
20
万
◇
ホ
ー
ル
係
１
人

20
〜
40
才
15
〜
16
万
◇
厨
房
係
３
人
50
才
以
下

14
〜
20
万
◇
ダ
ン
プ
カ
ー
運
転
手
１
人
25
〜
50

才
19
万
◇
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
１
人
40
才
以
下

15
万
◇
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
１
人
25
〜
45
才

14
・
７
〜
23
万
◇
自
動
車
整
備
士
１
人
18
〜
25

才
14
〜
20
万
◇
ク
リ
ー
ン
ク
ル
ー
１
人
50
才
以

下
15
・
６
万
◇
土
木
作
業
員
２
人
年
齢
不
問

16
・
１
〜
27
・
６
万
◇
配
管
技
師
１
人
18
〜
40

才
12
・
５
〜
20
万
◇
清
酒
製
造
員
１
人
20
〜
40

才
19
・
５
万
◇
サ
ッ
シ
組
立
ガ
ラ
ス
工
１
人
18

〜
35
才
15
・
５
〜
19
・
５
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１

　

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略

し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

第７回たけた竹灯籠「竹楽」
　　　　　　開催期間　11月17～19日
　平成 9年、旧竹田市で農林業・商業・観光が三位一体となった活力と風
格のある地域振興を図るため、エコミュージアム構想をコンセプトに竹田
市観光振興計画が策定されました。観光協会は里山の環境保全と市街地の
商業観光の融合を目的として平成 12年にたけた竹灯籠「竹楽」を開催し
今年で 7回目を迎えます。今後も、市民や観光客の感動を呼び、人々が心
豊かに暮らせるように、市民総参加、産業連関といった 21世紀の潮流と
なるべく持続可能な限り努力をしていきます。
　皆様の暖かいご支援、ご協力を心からお願い申し上げます。
　　　　　　　竹田市観光協会会長（竹楽総責任者）　井　上　　　隆　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当副会長　渡　辺　龍太郎

「竹楽」屋台村への出店者を受付中です!
〆切　10月 16日㈪

竹加工作業に参加してみませんか？
日程　10月 13日、14日、20日、21日、27日、28日、
　　　11月 4日、10日、11日
時間　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
●お問い合せ・申込み
　竹田市観光協会　☎ 63-2638　℻ 63-2861
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↑昨年第１位の神奈川県代表　加藤のぞみさん

第60回瀧廉太郎記念音楽祭

佐藤美枝子
  ソプラノリサイタル

ピアノ伴奏　村上尊志（ピアニスト）

プロフィール
84 年大分県立芸術文化短期大学付属緑丘高等学校音楽科声楽コース卒
業。高校在学中、「第 34 回瀧廉太郎記念音楽祭西部西日本高校独唱コ
ンクール」にて優秀賞を受賞。88 年武蔵野音楽大学音楽学部声楽学科
卒業。90 年（財）日本オペラ振興会オペラ歌手育成部第 9期終了。98
年「第 11 回チャイコフスキー国際コンクール」声楽部門で日本人初の
第 1位を獲得するなど、これまでの数々のコンクールで入賞。世界で
活躍する大分市出身のオペラ歌手。藤原歌劇団団員。
竹田市では 5年ぶりのリサイタルをお見逃しなく !!

【第 1部】・瀧廉太郎「納涼」「秋の月」
　　　 　・中田喜直「風の子ども」「ねむの花」
　　   　 ・山田耕筰「赤とんぼ」「この道」…ほか
【第 2部】・「Die Zauberflöte」
         オペラ「魔笛」より
 　　　　　Ach, ich fühl's, es ist verschwunden
 　　　　　　　　　　　愛の喜びは露と消え　ほか

と　き　10月 27日㈮　18:00 開場　19:00 開演
　　　　（全日本高等学校声楽コンクール開会式　18:30 ～）
ところ　竹田市文化会館大ホール
入場料　前売り大人 2,000 円（当日 2,500 円）
　　　　高校生以下 1,000 円（前売り・当日とも）
※チケットは竹田市文化会館、荻中央公民館、久住中央公民館、直入中央公民館でお求めください。
●お問い合せ　瀧廉太郎記念音楽祭事務局（竹田市文化会館）　☎ 63-2734

第60回 瀧廉太郎記念

全日本高等学校声楽コンクール
　第 1位には文部科学大臣賞をはじめ、瀧廉太郎賞とし
て、ウィーン短期留学助成金 60万円が贈られます。今年
も全国から、各県を代表する若き声楽家たちが「音楽の
まち・竹田」に集います。市民のみなさんの応援をお願
いします！
と　き　10月 27日㈮　18:30 ～　開会式
　　　　　　　28日㈯　13:00 ～　予　選
　　　　　　　29日㈰　12:00 ～　本　選
　　　　　　　　　　　13:30 ～　ウィーン留学報告
　　　　　　　　　　　　　 （昨年第 1位の加藤のぞみさん、
　　　　　　　　　　　　　　　　第 2位の吉川友貴さん）

　　　　　　　　　　　　15:00 ～　表彰式（閉会式）
ところ　竹田市文化会館大ホール
主　催　竹田市 /竹田市教育委員会 /大分県教育委員会 /瀧廉太郎  
　　　　記念音楽祭実行委員会
協　賛　九州電力株式会社大分支店




